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2026年度（令和８年度）学校評価自己評価表  
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東朋中学校区 校番 ２６ 福山市立坪生小学校 
   

 最終更新日 2026年（令和８年）４月１日 

 

児童生徒の現状 

○「学校に行くのが楽しい」「安心して通っている」

と感じている児童生徒の割合は 91.0％（校区

平均）であり、安心・安全で学校に楽しみを感じ

ながら登校している。 

○「目標や方法を選びながら学んでいる」や「考

えること、学びが面白い」と感じている児童生徒

の割合は 87.9％（校区平均）であり、選択・決

定したり、対話をしたりしながら自ら学びを進め

ている。 

○前年度実施した標準学力調査においては、全 

体的に全国平均を下回っており、学力定着に課 

題がある。 

 

育成する 

資質・能力 

○課題発見解決能力       ○コミュニケーション能力（自己効力感） 

○チャレンジ精神          ○思いやりと感謝の心（地域貢献） 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

○よりよく課題を解決し、自分の生き方に生かす 

○互いを認め、よりよい人間関係を形成する 

○自分に必要な挑戦を選択してやってみる 

○人や社会の役に立てたことへの喜びや達成感を感じる 

中学校区として 
統一した取組等 

○標準学力調査の結果分析を中心に授業改善に取り組み、学力の定着を図る 

○小中で日本漢字能力検定に取り組み、基礎学力、家庭学習の定着を図る 

○体力や健康についての自己課題の解決 

○SDGｓ「住み続けられるまちづくりを」につながる生活科・総合的な学習の時間等の充実 

 

現 状 

＜児童＞ 

・「学校が楽しい」肯定的回答 ⇒ 2024年度 86% → 2025年度 89.7％ 

・「相手を大切にした言葉遣いをしている」肯定的回答⇒87.4％ 

○言葉を大切にした指導を日常的に行ったことで、学校全体で意識することができている。 

●各種学力調査において、平均を下回っている学年が多いことから、基礎学力の定着に課題がある。 

●様々な場面で、自分の思いをうまく言葉にして伝えることを苦手とする児童が多い。  

 

＜授業＞ 

・「国語の授業はよく分かる」肯定的回答⇒86.4％ 

・「自分の考えをかくことは好きだ」肯定的回答⇒75.9％ 

〇「かくこと」に焦点化して授業改善に取り組んだことで、児童の「かく意欲」が高まり、「かくこ

と」への抵抗感が減ってきた。 

○各学期の学期末テストにおける「読む」観点の学級平均得点は、1学期と 3学期を比べてみると、

2.9点上がった。 

●説明文の読解や条件に従って書く力（伝えたいことを明確にして書くこと・文章構成や展開を考え

て書くこと）に課題がある。 

 

育成する 

資質・能力 
課題発見・解決能力 コミュニケーション能力 

チャレンジ精神 

（自己効力感） 

思いやりの心・感謝の心  

（地域貢献） 

めざす 

こども像 

５・６ 

年 

解決に向けて、主体的

に選択・判断する 

人の考えや気持ちを受

け入れ、自分の意見や

気持ちを表現する 

結果の理由を次に生か

してやってみる 

人や地域のためになる

ことを考え、行動する 

3･4 

年 

解決への方法を考え、

見通しを立てる 

人の気持ちを考え、自分

の意見を理由をつけて

伝える 

得意なことも苦手なこ

ともやってみる 

人や地域のためになる

ことを考える 

1･2 

年 

もんだいにきづき、かだ

いをたてる 

じぶんのかんがえやきも

ちをいう 

もくひょうをもってやって

みる 

ひとやちいきにかんしゃ

のきもちをもつ 

   

研究 

テーマ 「かく力」を育む授業づくり ～自分の思いを豊かに表現する児童の育成～ 

内容等 
・文章を正確に読む力を高める指導 

・自分の思いや考えを他者に伝わるようにかく力を高めるための工夫 

めざす授業の姿 児童の「かく力」を育む授業 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

○不登校生徒への丁寧な支援を引き

続き継続してもらいたい。 

○学力向上に向けての様々な取組を

継続し、学力を定着させてほしい。 

○交通安全や地域のボランティア活動

など地域との連携を引き続き強化し

てほしい。 

 

学校教育目標 

学び合い 学び続ける 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

１ 
基礎学力の定

着 
★ 

新

規 
「かく力」の向上 

①交流しながら学力
分析や教材研究を
行い、手立てを工夫
した授業を実践す
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②帯タイムや家庭学
習を計画的に実施す
る。 
 
 
 
 
 

・教材研究や授業実
践を学期に2回以上
交流する。 
 
・説明的文章におけ
る「読む」観点の学
級平均得点 
80点以上 
 
・児童アンケート 
「自分の考えをかい
て伝えること（文章・
図・絵など）にチャレ
ンジしていますか」 
肯定的評価 80％以上  
 
 
・標準学力調査 
40％未満の児童 
10％未満 

 
・「家庭学習チェック
週間」でやりきった
人数 
 各学級 85％以上 
 

         

１ 

自己肯定感の

向上と他者を

尊重する心の

育成 

 
新

規 

互いを認め、自分

と相手を大切にで

きる児童の育成 

①あいさつを大切に
する指導を日常的に
行う。 
 
 
 
 
②一人一人を大切
にし、より良い集団作
りを行う。 
 
 
 
 
 

・児童アンケート 
「相手の目を見て、
大きな声であいさつ
をしている」 
肯定的評価 80%以上 
 
 
・児童アンケート 
「学校で自分の気持
ちを安心して伝える
ことができる」 
肯定的評価８０%以上 
 
・教職員アンケート 
「ライフスキルを養う
ためのグループ活動
を実施している」 
肯定的評価 80%以上 
 
 
 

         

福山市立坪生小学校 

 
Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  
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１ 
健やかな心身

の育成 
★ 

新

規 

自らの心と体の健

康に興味をもち、

よりよい生活習慣

を身に付けようと

する児童の育成 

①毎月初、生活習慣
を振り返る「メディア
を減らしてわくわく３
ディ」を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②参観授業やたより
で、保護者にメディア
使用にかかる家庭の
ルールづくりを促す。 

・児童ワークシート 
「１日あたりのメディ
ア使用時間」が 1 時
間以下の割合 
8０％以上 
 
・児童ワークシート 
「メディア使用が１時
間以下になるように、
工夫している」 
肯定的評価 8０％以上  
 
 
・児童アンケート 
・保護者アンケート 
「メディア使用にか
かるルールを作り、家
族で守っている」 
肯定的評価７０％以上 

         

１ 

信頼され、地

域とともにある

学校づくりの

推進 

 
新

規 

地域や学校に親し

みや誇りをもつ児

童の育成 

①学校行事や交流
活動において、児童
が主体的に関わる場
面を設定し、「でき
た・分かった」という
達成感を味わわせ
る。 
 
 
②生活科・総合的な
学習の時間等におい
て、地域人材を活用
した学習活動を各学
年で計画的に実施
する。 

・児童アンケート 
「学校に行くのが楽
しい」 
肯定的評価８５％以上 
 
 
 
 
 
・教職員アンケート 
「地域と関わる授業
を設定し、PDCA サ
イクルでカリキュラム
を見直している」 
肯定的評価８０％以上 

         

働き方改革の推

進 

①主体的な研修を
計画・実行し、仲間と
協働する時間を作
る。 

・教職員アンケート 
「仕事にやりがいを
感じている」 
肯定的評価 90％以上  
 

         

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 

 


